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図１　初診時臨床像： 右中指爪甲下に角質増殖を認める。
爪甲の肥厚も伴う。



















は 43～92 歳，平均 68 歳で，男性 46 例，女性 14 例









































Kaminsky ら 8）の報告ではリンパ節転移は 50 例中 2
例であり，幸田らの報告では48例中5例であった．












ついて Grade3，4 を高悪性度，grade1，2 を低悪性
度として，リンパ節転移の有無を検討しており，低
悪性度では34例中2例にリンパ節転移がみられたが，
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